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認知症について
厚労省の調査によりますと、認知症高齢者数は推計で280万人以上とも言われております。（この推計
では、要介護認定申請を行っていない認知症高齢者は含まれていません）最近、報道や新聞でとりざたさ
れている、認知症が原因で行方不明になったとの届出が2012年に9607人分あり、231人は12年中に発
見できず、13年に入ってから53人見つかったとされています。
このように年々認知症の人が増加することと比例して、事故等も増えています。そこで、ご本人もし
くはご家族の方で、「もしかしたら認知症かもしれない？」と思い当たることがありましたら、早めに医
師に相談しましょう。

セルフチェック✔ 最近こんなことありませんか？
チェック □ 最近の出来事が思い出せないことがある。
チェック □ 同じことを何度も言うと周囲から指摘される。
チェック □ 置き忘れやしまい忘れが増え、よく探しものをする。
チェック □ 慣れた道でも迷ったりすることがある。
チェック □ 好きだった趣味などへの興味がなくなった。

「ふつうのもの忘れ」 「認知症によるもの忘れ」

○体験や出来事の一部を忘れるが、何
かをきっかけに思い出す事ができ
る。
○もの忘れをしている自覚がある。
○人物や時間・場所までわからなくな
ることはない。

○体験や出来事のすべてを忘れてしま
うため、ヒントがあっても思い出す
ことがない。

○もの忘れをしている自覚がない。
○人物や時間・場所までわからなくな
ることがある。

高齢者の相談窓口→
適切なサービス、関係機関、制
度の利用につなげるための支援を
行います。
（例）
・認知症の可能性がある。
・介護保険サービスを利用したい。
・介護方法を知りたい。
・介護予防の教室に参加したい等

事業所名 地域 事業所の所在地 連絡先 相談時間

尾上在宅介護支援センター 尾上
猿賀南田96番地３
平川市社会福祉協議会
尾上事業所内

0172-57-5351 ８時～16時45分

碇ヶ関在宅介護支援センター 碇ヶ関
碇ヶ関三笠山120番地1
平川市社会福祉協議会
碇ヶ関事業所内

0172-45-2182 ８時～16時45分
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こここここここここれれれれれれれれれかかかかかかかかからららららららららののののののののの季季季季季季季季季節節節節節節節節節、、、、、、、、、熱熱熱熱熱熱熱熱熱中中中中中中中中中症症症症症症症症症ににににににににに気気気気気気気気気ををををををををを付付付付付付付付付けけけけけけけけけままままままままましししししししししょょょょょょょょょううううううううう。。。。。。。。。これからの季節、熱中症に気を付けましょう。

こまめに水分をとりましょう!!
のどが渇く前に水やお茶を飲みましょう。１日1.2ℓが目
安です。汗をかいたら塩分（食塩水・スポーツドリンク等）
も補給しましょう。梅干しも効果的!!

気気気気気気気気気気温温温温温温温温温温（（（（（（（（（（22222222228888888888℃℃℃℃℃℃℃℃℃℃以以以以以以以以以以上上上上上上上上上上））））））））））気温（28℃以上）
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿度度度度度度度度度度（（（（（（（（（（77777777770000000000％％％％％％％％％％以以以以以以以以以以上上上上上上上上上上））））））））））湿度（70％以上）

がががががががががが高高高高高高高高高高いいいいいいいいいいが高い

暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑いいいいいいいいいい夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜暑い夜 日日日日日日日日日日差差差差差差差差差差ししししししししししがががががががががが強強強強強強強強強強くくくくくくくくくく日差しが強く
風風風風風風風風風風ががががががががががなななななななななないいいいいいいいいい風がない

急急急急急急急急急急にににににににににに暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑くくくくくくくくくくななななななななななっっっっっっっっっったたたたたたたたたた急に暑くなった

ここここここここここんんんんんんんんんんななななななななななととととととととととききききききききききははははははははははこんなときは
「「「「「「「「「「要要要要要要要要要要注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意」」」」」」」」」」「要注意」

食事をしっかりとりましょう!!
食欲不振は体力の低下につながり、熱中症にかかりや
すくなります。食欲がないときでも、バナナやプリン
など口にするようにしましょう。

扇風機やエアコンを上手に使いましょう!!
室内にいても熱中症にかかる恐れがあります。
扇風機やエアコンを使い、部屋の温度や湿度が
上がるのを避けましょう。
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友近８９０
やっく ん

ライブツアー

＜プロフィール＞
本名：友近泰道（ともちかやすみち）／
出身：愛媛県今治市／身長：159.9cm／
生月:1979年4月23日／趣味：路上・リア
クション・テニス・握手／特技：テニス
(コーチ経験あり)・書道・みかんで人間
ポンプ／言葉：やばちーに。(やばい時
に使用)

日の出保育園の職員の
皆さんと記念写真

平賀保育園園児とふれ
あう８９０(やっくん)
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１．歌手になったきっかけ？
大学卒業後、ＩＴ企業（シーエー・モバイル（サイバーエージェ
ントグループ））で働いておりました。
IT業界全盛期の流れに乗り、うまくいく時もありましたが、20代後半になり、仕事・恋愛・人
間関係がうまくいかなくなり、人生に思い悩むようになりました。
そんな時に、心を支えてくれたのが「歌」でした。辛い時・悲しい時、歌を聴くと、前を向いて
元気に頑張れるようになりました。
今度は僕が歌を作って「誰かの為に歌い、元気になってもらいたい」そう思うようになり、28
歳から音楽活動を開始し、29歳で脱サラし、2009年にＣＤデビューを致しました。

２．日本一周ツア－で、全国を駆け巡っているようですが・・・・
はい。現在、日本３周目！笑顔届ける施設ライブツアー中です。2012年・2013年には平川市
の施設様でライブをさせて頂きました。
施設ライブをするきっかけとなったのが、2011年3月11日の東日本大震災。友人が被災し、僕
のできる事として1日避難所(宮城県気仙沼市)4か所を回りライブを届けることでした。
ライブを聴いた方から「わざわざ来てくれてありがとう。」という言葉が本当に嬉しかった
んです。
そこで感じたものは、「音楽には力があり、沢山の方と一緒に笑顔になれる」事でした。
こうやってライブに行きたくても行けない人が沢山いる。だったら僕のほうから出向いて歌
を届けよう。
もっともっと僕の想いと笑顔を沢山の人に届けたい。そんな想いで2011年夏から『笑顔届け
る施設ライブ』と題して活動を開始しました。

３．ボランティアライブで得たものは
まず、僕が「笑顔」を届けに行ったはずなのですが、ライブが終わったら、みなさんから頂い
た元気や笑顔で、自然と僕自身も笑顔になれたんです。
そして、僕のできる事は歌う事。聴いて「元気になって頂きたい」なんておこがましくて言え
ませんが、実際にライブを聴いた方が、「元気になったよ」「がんばってね」「応援してる」っ
てたくさん声をかけてくださいます。
それによって、さらに僕も「夢に向かって頑張ろう！」って元気をいただいています。

４．平川市とのかかわり
私の活動の「日本一周！笑顔届ける施設ライブ」は、テレビ番組の「ダーツの旅」と同じよう
に、日本地図をみて「ココ！」って直感で市町村を決め、社会福祉協議会様にご連絡し、ご縁の
あった施設様でライブをさせて頂くというものです。
2012年に青森県に行く際に、「ココ！」と感じたのが平川市でした(笑)
平賀保育園様と緑青園様でライブをさせて頂き、本当に楽しかったです！＾＾
2013年にも、もう一度行きたい！と社協様にご連絡させて頂き、平川市農村環境改善センター
様と日の出保育園様でライブをさせて頂きました。またまた楽しかったです！＾＾
2014年1月29日、雪景色の中、アップルランドにて、社会福祉協議会主催の生活支援研修会の
アトラクションとして出演させて頂きました！
直感から始まり、何度も足を運び、今となっては私の大好きな街になりました！そして毎回
思うこと！リンゴがとっても美味しいです！！！！(o^-')b

５．今後の抱負
日本そして世界へ！
現在日本３周目の笑顔届ける施設ライブツアー。
もっともっと沢山の方に笑顔を届け、いつか「1000万人に届ける」という夢を実現できるよ
う、精進していきたいと思います。
そして、いつかは、NHK紅白歌合戦に出場できるようなアーティストになります！！
応援よろしくお願いいたします！！

友近890
やっくん

インタビュー

★Facebook、Twitter、mixi、Youtubeにて情報配信！！申請お待ちしています♪「友近やっくん」と検索♪
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護
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）

●
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（
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業
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上
児
童
館
（
指

定
管
理
者
制
度
）

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
(さ

る
か
児
童
ク
ラ
ブ
)

●
高
齢
者
世
話
付
住
宅
「
や
す
ら
ぎ

の
家
」

●
尾
上
・
碇
ヶ
関
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
(２
ヶ
所
)

●
平
川
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ブ
ラ
ン
チ
事
業
(２
ヶ
所
)

●
平
川
市
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
地
域
支
援
事
業
(介
護
予
防
事
業
)

10
、
そ
の
他
の
事
業

●
障
害
者
特
定
相
談
支
援
事
業

●
障
害
者
自
立
支
援
事
業
（
居
宅
介

護
事
業
）

●
福
祉
有
償
運
送
事
業

●
三
世
代
交
流
ふ
れ
あ
い
広
場
の
開

催
●
福
祉
関
係
団
体
事
務
委
託

①
平
川
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

②
平
賀
地
区
・
尾
上
地
区
・
碇
ヶ
関

地
区
老
人
ク
ラ
ブ

③
平
川
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
④
平
川
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

⑤
平
川
市
遺
族
会

⑥
平
川
市
遺
族
会
平
賀
支
部
・
尾
上

支
部
・
碇
ヶ
関
支
部

⑦
平
賀
・
尾
上
赤
十
字
奉
仕
団

⑧
平
川
市
「
え
が
お
の
会
」

⑨
平
川
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

⑩
平
川
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
碇
ヶ

関
支
部

⑪
平
川
お
も
ち
ゃ
病
院

平成26年度 一般会計資金収支予算書
（単位：円）

勘 定 科 目 予算額 勘 定 科 目 予算額
経常活動による収入の部 経常活動による支出の部

会 費 収 入 8,320,000 人 件 費 支 出 237,324,000
寄 附 金 収 入 550,000 事 務 費 支 出 10,555,000
経 常 経 費 補 助 金 収 入 42,309,000 事 業 費 支 出 61,902,000
助 成 金 収 入 810,000 共 同 募 金 配 分 金 事 業 3,925,000
受 託 金 収 入 58,900,000 助 成 金 支 出 5,529,000
事 業 収 入 8,641,000 負 担 金 支 出 2,036,000
共 同 募 金 配 分 金 収 入 6,375,000 経 理 区 分 間 繰 入 金 支 出 34,292,000
負 担 金 収 入 200,000
介 護 保 険 収 入 201,680,000
自 立 支 援 費 等 収 入 4,460,000
雑 収 入 450,000
受 取 利 息 配 当 金 収 入 60,000
経 理 区 分 間 繰 入 金 収 入 33,228,000
経 常 活 動 収 入 計 365,983,000 経 常 活 動 支 出 計 355,563,000

施設整備等による収入の部 施設整備等による支出の部
施 設 整 備 等 収 入 計 0 施 設 整 備 等 支 出 11,596,000

財務活動による収入の部 財務活動による支出の部
財 務 活 動 収 入 計 10,057,000 財 務 活 動 支 出 計 8,381,000

予 備 費 500,000
当期資金収支差額合計 0
前期末支払資金残高 0
当期末支払資金残高 0
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○
理
事
会
・
評
議
員
会
・
三
役
会
議
の

開
催理

事
会
４
回

評
議
員
会
４
回

監
査
会
２
回

三
役
会
議
４
回

○
各
種
委
員
会
の
開
催

①
た
す
け
あ
い
資
金
運
営
委
員
会１

回

②
児
童
館
運
営
委
員
会
１
回

③
自
動
車
事
故
等
懲
戒
審
査
委
員
会

１
回

④
福
祉
推
進
委
員
会
４
回
（
３
地
域
）

○
寄
付
金
の
実
績

・
寄
付
金

20
件

１
、
０
５
３
、
５
９
７
円

・
物
品
等
寄
付

24
件

プ
ル
タ
ブ
、書
籍
、お
米
、食
料
品
等

○
社
会
福
祉
援
助
技
術
現
場
実
習
生
の

受
入
れ
（
９
名
）

○
職
員
全
体
研
修
会

３
回

○
ふ
れ
あ
い
相
談
所
の
開
設

・
特
別
相
談
・
一
般
相
談

開
設
日
数

１
５
６
日

来
談
者
数

42
名

相
談
件
数

63
件

・
広
域
法
律
相
談
、
特
別
相
談

・
福
祉
安
心
電
話
設
置
世
帯
に
対
す

る
安
否
確
認
及
び
ニ
ー
ズ
把
握

５
５
５
名

○
家
族
介
護
者
交
流
事
業

・
平
川
市
在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
事
業
（
２
回
実
施
）

参
加
者

介
護
者

55
名

被
介
護
者

９
名

○
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

推
進
事
業

・
三
世
代
交
流
ふ
れ
あ
い
広
場
事
業

参
加
者

46
名

・
高
齢
者
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会

参
加
者

５
３
０
名

・
さ
き
お
り
教
室
（
尾
上
事
業
所
）

延
べ
開
催
日
数

１
８
６
日

延
べ
参
加
者
数

７
８
３
名

・
陶
芸
教
室
（
尾
上
事
業
所
）

延
べ
開
催
日
数

１
１
３
日

延
べ
参
加
者
数

５
３
５
名

（
内

旭
光
園
利
用
者
64
名
）

○
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

利
用
者

50
名

延
べ
利
用
回
数

６
１
１
回

○
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設

立・
後
見
受
任

２
件

○
市
民
後
見
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

・
遺
言
と
成
年
後
見
制
度
セ
ミ
ナ
ー46名

・
成
年
後
見
制
度
セ
ミ
ナ
ー

20
名

○
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
料
理
教
室

・
延
べ
開
催
回
数

６
回

延
べ
出
席
者
数

64
名

○
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
配
食
利
用
者
数

１
４
２
名

延
べ
配
食
個
数

１
、
７
０
５
食

○
ほ
の
ぼ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
21
推
進
事

業・
ほ
の
ぼ
の
交
流
協
力
員
数

５
６
７
名

訪
問
世
帯
数

６
０
７
世
帯

○
地
域
ふ
れ
あ
い
交
流
会
開
催
事
業

41
町
会

●
平
賀
地
域
…
石
郷
、
岩
館
、
荒
田
、

小
和
森
、
館
田
、
松
館
、
舘
山
・
松

崎
、
唐
竹
、
広
船
、
新
屋
、
尾
崎
、

藤
野
、
光
城
、
平
成
、
大
坊
、
苗
生

松
、
大
光
寺
、
本
町
、
柏
木
町
、
平

田
森
（
20
町
会
）

●
尾
上
地
域
…
金
屋
、
南
田
中
、
李
平
、

高
木
、
新
屋
町
、
猿
賀
、
中
佐
渡
、

長
田
、
蒲
田
、
八
幡
崎
、
新
山
、
日

沼
、
み
な
み
の
（
13
町
会
）

●
碇
ヶ
関
地
域
…
駅
前
、
仲
町
、
上
一
、

上
二
、
古
懸
、
川
向
、
い
ざ
よ
い
、

三
笠
(８
町
会
）

○
小
地
域
福
祉
活
動
事
業

49
町
会

●
平
賀
地
域
…
石
郷
、
向
陽
、
原
田
、

荒
田
、
苗
生
松
、
館
山
・
松
崎
、
広

船
、
新
屋
、
尾
崎
、
町
居
、
藤
野
町
、

平
成
、
大
坊
、
唐
竹
、
光
城
、
館
田
、

大
光
寺
、
杉
館
、
平
田
森
、
岩
館
、

三
町
会
、
小
和
森
、
本
町
（
23
町
会
）

●
尾
上
地
域
…
金
屋
、
南
田
中
、
李
平
、

高
木
、
尾
上
、
新
屋
町
、
南
田
、
猿

賀
、
長
田
、
中
佐
渡
、
八
幡
崎
、
蒲

田
、
新
山
、
日
沼
、
み
な
み
の
（
15

町
会
）

●
碇
ヶ
関
地
域
…
駅
前
、
上
一
、
上
二
、

三
笠
、
古
懸
、
湯
の
沢
、
川
向
、
い

ざ
よ
い
、
仲
町
、
下
町
、
山
の
上
（
11

 

 









































































平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告

１
、
法
人
運
営
の
強
化

２
、
相
談
・
援
助
体
制
の
確
立

３
、
地
域
生
活
支
援
の
強
化

４
、
地
域
福
祉
事
業
に

お
け
る
住
民
参
加
の
促
進
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町
会
）

○
ふ
れ
あ
い
き
い
き
サ
ロ
ン
推
進
事
業

27
サ
ロ
ン

本
町
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、

三
町
会
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、
光
城
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
、
大
坊
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
会
、
南
田
中
す
み
れ

会
、
李
平
に
こ
に
こ
サ
ロ
ン
、
尾
上

ふ
れ
あ
い
栄
松
、
新
屋
町
わ
ら
び
の

会
、
猿
賀
お
し
ゃ
れ
会
、
中
佐
渡
お

し
ゃ
べ
り
の
会
、
長
田
歩
こ
う
会
、

新
山
の
び
ゆ
く
サ
ロ
ン
、
八
幡
崎
わ

の
会
、
八
幡
崎
な
の
会
、
川
向
白
百

合
会
、
仲
町
仲
良
し
ペ
タ
ン
ク
の

会
、
三
笠
ペ
タ
ン
コ
の
会
、
古
懸
さ

く
ら
会
、
仲
町
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、

三
笠
え
が
お
の
会
、
い
ざ
よ
い
ハ
ッ

ピ
イ
ペ
タ
ン
ク
の
会
、
上
二
こ
だ
ま

会
、
の
の
さ
ま
！
、
サ
ザ
ン
カ
大
正

琴
の
会
、
上
一
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、

駅
前
な
か
よ
し
会
、
り
ん
ご
の
花
の

会
○
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
｢福
祉
安
心
電

話
サ
ー
ビ
ス
事
業
｣の
実
施

・
年
度
末
設
置
台
数

１
０
０
台

協
力
員

３
４
２
名

・
着
信
状
況
（
緊
急
通
報
42
件

協

力
員
要
請
３
件

救
急
車
要
請
４

件

救
急
・
協
力
員
の
要
請
１

件
）

○
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
会
食
サ
ー
ビ

ス
事
業

・
年
間
実
施
回
数

12
回

対
象
者
累
計

９
８
７
名

奉
仕
者
・
団
体
協
力
者

２
６
９
名

○
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
事
業

参
加
者

20
名

○
愛
の
輪
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業

参
加
者

82
名

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
強
化
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信
の
発
行

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
等
の
加
入

促
進

１
、
４
０
４
名
・
20
団
体

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
の
指
定
10
校

・
小
和
森
小
学
校
・
柏
木
小
学
校
・

葛
川
小
中
学
校
・
金
田
小
学
校
・

猿
賀
小
学
校
・
碇
ヶ
関
小
学
校
・

平
賀
西
中
学
校
・
平
賀
東
中
学

校
・
碇
ヶ
関
中
学
校
・
柏
木
農
業

高
等
学
校

○
小
学
生
福
祉
体
験
キ
ャ
ン
プ

社
会
福
祉
法
人
緑
風
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
緑
青
園
」

参
加
者

小
学
生

40
名

実
習
生

７
名

○
福
祉
に
係
る
学
校
連
絡
会
の
開
催

９
名

○
福
祉
情
報
出
前
講
座
の
実
施

町
内
会

４
件
、
学
校

６
件
、

団
体

８
件

合
計

18
件

６
８
６
名
参
加

○
た
す
け
あ
い
資
金
の
貸
付

26
件

１
、
９
０
５
、
０
０
０
円

○
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
（
県
社
協
よ

り
受
託
）

福
祉
資
金

２
件

２
、
１
５
０
、
０
０
０
円

教
育
支
援
資
金

４
件

５
、
２
８
４
、
３
５
０
円

緊
急
小
口
資
金

３
件

２
９
０
、
０
０
０
円

総
合
支
援
資
金

７
件

２
、
４
４
０
、
０
０
０
円

○
要
保
護
者
向
け
長
期
生
活
支
援
資
金

の
貸
付
(県
社
協
よ
り
受
託
)

貸
付
実
績

１
件

○
障
が
い
者
通
園
費
の
助
成
（
県
共
募

配
分
事
業
）

利
用
者
数

３
名

申
請
回
数

13
回

助
成
額
総
計

７
３
、
３
６
０
円

○
訪
問
介
護
事
業
（
３
事
業
所
）

延
べ
利
用
者
数

１
、
７
４
３
名

延
べ
訪
問
回
数

１
３
、
１
０
２
回

○
訪
問
入
浴
介
護
事
業
（
１
事
業
所
）

延
べ
利
用
者
数

１
０
０
名

延
べ
訪
問
回
数

４
３
８
回

５
、
福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

６
、
低
所
得
者
等
の
自
立
支
援

７
、
介
護
保
険
事
業
等
の

経
営
基
盤
の
強
化
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○
通
所
介
護
事
業
所
（
２
事
業
所
）

延
べ
利
用
者
数

１
１
、
６
４
５
名

○
居
宅
介
護
支
援
事
業

・
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

２
、
７
４
２
名

・
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
(委

託
）

４
７
３
名

・
認
定
訪
問
調
査
（
委
託
）２

４
５
件

〇
平
川
市
長
寿
福
祉
大
会

表
彰
者

個
人
６
名

１
団
体

参
加
者

72
名

〇
機
関
紙
「
社
協
だ
よ
り
」
の
発
行

（
２
回
）

〇
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

尾
上
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
状
況

２
９
、
６
６
１
名

碇
ヶ
関
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
状

況

１
０
、
２
７
１
名

〇
高
齢
者
世
話
付
住
宅
管
理
運
営

入
居
者
９
名

来
訪
者
４
０
６
名

〇
児
童
館
管
理
運
営
（
２
館
）

来
館
児
童
数

１
５
、
８
４
２
名

〇
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
（
１
カ

所
）

利
用
児
童
数

６
、
２
５
６
名

〇
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
・
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
ブ
ラ
ン
チ
（
２
ヵ
所
）

・
延
べ
相
談
件
数

８
７
８
件

・
介
護
予
防
教
室

１
９
６
回
開
催

延
べ
参
加
者

２
、
９
３
８
名

・
一
次
予
防
事
業
「
て
ん
と
う
む
し

体
操
教
室
」

48
回
開
催

延
べ
参
加
者

１
、
１
２
０
名

・
二
次
予
防
事
業
「
て
ん
と
う
む
し

体
操
教
室
」

36
回
開
催

延
べ
参
加
者

３
５
５
名

・
頭
の
体
操
教
室

24
回
開
催

延
べ
参
加
者

２
３
１
名

・
家
族
介
護
者
教
室

６
回
開
催

○
福
祉
有
償
運
送
利
用
実
積

延
べ
利
用
者
数

１
、
４
７
２
名

○
障
害
者
自
立
支
援
事
業
(居
宅
介
護
)

実
利
用
者
数

１
３
３
名

延
べ
訪
問
回
数

９
８
４
回

○
身
体
障
害
者
訪
問
入
浴
事
業

延
べ
利
用
者
数

25
名

延
べ
訪
問
回
数

89
回

９
、
受
託
事
業
の
効
果
的
運
営

８
、
共
同
募
金
配
分
事
業

の
効
果
的
実
施

10、
そ
の
他
事
業

平成25年度 一般会計資金収支決算書 平成26年３月31日現在
（単位：円）

勘 定 科 目 決算額 勘 定 科 目 決算額
経常活動による収入の部 経常活動による支出の部

会 費 収 入 8,292,450 人 件 費 支 出 245,830,706
寄 附 金 収 入 1,053,597 事 務 費 支 出 10,715,233
経 常 経 費 補 助 金 収 入 49,821,000 事 業 費 支 出 67,947,111
助 成 金 収 入 632,500 共 同 募 金 配 分 金 事 業 4,084,777
受 託 金 収 入 59,423,515 助 成 金 支 出 5,554,500
事 業 収 入 8,518,953 負 担 金 支 出 1,669,000
共 同 募 金 配 分 金 収 入 4,014,500 経 理 区 分 間 繰 入 金 支 出 81,575,658
負 担 金 収 入 211,000
介 護 保 険 収 入 203,890,863
自 立 支 援 費 等 収 入 4,329,278
雑 収 入 6,727,059
受 取 利 息 配 当 金 収 入 100,272
経 理 区 分 間 繰 入 金 収 入 80,980,760
経 常 活 動 収 入 計 427,995,747 経 常 活 動 支 出 計 417,376,985

施設整備等による収入の部 施設整備等による支出の部
施 設 整 備 等 収 入 計 0 施 設 整 備 等 支 出 1,218,000

財務活動による収入の部 財務活動による支出の部
財 務 活 動 収 入 計 13,615,410 財 務 活 動 支 出 計 58,074,360

予 備 費 0
当期資金収支差額合計 ▲ 35,058,188
前期末支払資金残高 85,964,568
当期末支払資金残高 50,906,380
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平成25年度一般会計決算報告貸借対照表
平成26年３月31日現在

（単位：円）

資 産 の 部
科 目 金 額

流動資産 97,241,650
預貯金 61,865,454
未収金 34,648,801
前払金 727,395
固定資産 258,497,582
基本財産 3,000,000
その他の固定資産 255,497,582
建物付属設備 1,823,882
車輌運搬具 6,673,112
器具及び備品 9,333,010
ソフトウェア 399,245
備品購入積立預金 62,030,000
退職共済積立預金 94,829,864
福祉基金積立預金 50,408,469
財政調整基金積立金 30,000,000
資 産 合 計 355,739,232

負 債 の 部
科 目 金 額

流動負債 27,190,183
未払金 26,149,955
預り金 986,228
前受金 54,000

固定負債 94,829,864
退職給与引当金 94,829,864

負 債 合 計 122,020,047

純 資 産 の 部
基本金 3,000,000
国庫補助金等特別積立金 1,117,223
その他の積立金 142,438,469
次期繰越活動収支差額 87,163,493

純 資 産 合 計 233,719,185
負債・純資産合計 355,739,232

平成25年度 一般会計事業活動収支決算書 （単位：円）
勘 定 科 目 決算額 勘 定 科 目 決算額
経常活動による収入の部 経常活動による支出の部

会 費 収 入 8,292,450 人 件 費 支 出 245,830,706
寄 附 金 収 入 1,053,597 事 務 費 支 出 10,335,897
経 常 経 費 補 助 金 収 入 49,821,000 事 業 費 支 出 67,947,111
助 成 金 収 入 632,500 共 同 募 金 配 分 金 事 業 4,084,777
受 託 金 収 入 59,423,515 助 成 金 支 出 5,554,500
事 業 収 入 8,518,953 負 担 金 支 出 1,669,000
共 同 募 金 配 分 金 収 入 4,014,500 減 価 償 却 費 6,716,263
負 担 金 収 入 211,000 引 当 金 繰 入 8,453,696
介 護 保 険 収 入 203,890,863
自 立 支 援 費 等 収 入 4,329,278
雑 収 入 6,727,059
引 当 金 戻 入 13,615,410
事 業 活 動 収 入 計 360,530,125 事 業 活 動 支 出 計 350,591,950

事業活動外収入の部 事業活動外支出の部
事 業 活 動 外 収 入 計 81,081,032 事 業 活 動 外 支 出 計 81,575,658
借 入 金 利 息 補 助 金 収 入 0 経 理 区 分 間 繰 入 金 支 出 81,575,658
受 取 利 息 配 当 金 収 入 100,272
経 理 区 分 間 繰 入 金 収 入 80,980,760

特別収支収入の部 特別収支支出の部
特 別 収 支 収 入 計 397,502 特 別 収 支 支 出 計 5
国庫補助金等特別積立取崩額 397,502 固定資産売却損及び処分損 5

当期活動資金収支差額 9,841,046
前期繰越活動収支差額 127,322,447
当期末繰越活動収支差額 137,163,493
その他の積立金積立額 50,000,000
次期繰越活動収支差額 87,163,493
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平川市社会福祉協議会では、平賀児童館（健康センター内）・尾上児童館（尾上地域福祉センター内）
の２館と、さるか児童クラブ（猿賀小学校内）を運営しています。
児童館・児童クラブでは、今年度も様々な行事が行われており、その中から４月～６月に行われた行事
を紹介します。

平 賀 児 童 館
平川市柏木町藤山16－1(平川市健康センター内) TEL 080－6026－4910

５月７日～17日 プラ板制作

〈感想〉
・焼いた時、クニャクニャしておもしろかったです。(小１)
・線描きが難しかったです。(小１)

プラスチック板に好きな絵を描いてオーブンで焼きあげます。初
めての女の子は焼きあげ作業を見てびっくり。今回は豪華な金具を
つけて完成させました。

さるか児童クラブ
平川市猿賀明堂136－2(猿賀小学校内) TEL 080-6026-4911

５月31日(土)
野菜の苗の植え付け

〈感想〉
・早く大きくなってほしいです。（小２）
・皆と一緒に食べたいです。（小１）

野菜の苗(トマト・キュウリ)の植え付けをしました。
去年はランチ会で収穫した野菜を使って、サンドイッチ作りに挑
戦しました。

▲完成したプラ板。

▲去年のランチ会の様子。

尾 上 児 童 館
平川市猿賀南田96－3(平川市尾上地域福祉センター内) TEL 57－5311

５月24日(土) 館外活動

▲公園を散策中。

〈感想〉
・足湯が気持ちよかったです。（小２）
・たくさん歩いて、疲れたけど楽しかったです。（小２）

尾上児童館から徒歩で、猿賀公園に遊びに行きました。公園を散策し、
遊具で遊んだ後に、足湯でひと休みしました。

(12)第19号 平成26年７月15日



ほのぼの交流協力員リーダー研修 健康体操編

青森県民の平均寿命が低い理由は、飲酒・喫煙・塩分摂取量と様々あげられる中で運動不足 もその一端と
なっております。
そこで、平成26年度は、ほのぼの交流協力員を対象に毎月１回程
度の健康体操講座を開催することとし、既に５月からそれぞれの地
域において開催しております。
ほのぼの交流協力員さんご自身の健康そして、訪問世帯やご家族、
地域の方々にも伝えていただき、青森県の短命県脱出を平川市より
発信したいと思います。併せて、ほのぼの交流協力員の情報交換の
場としても活用していきます。
○内 容 姿勢やバランス力の改善、全身の協調性を高める

「健康体操」
○参 加 対 象 平川市ほのぼの交流協力員・近隣ネット員
○日時・場所 午後１時30分から午後３時まで

農村環境改善センター
多目的ホール

尾上地域福祉センター
２階 集団指導室

碇ヶ関地域福祉センター
多目的利用室

８月１２日（火） ８月 １日（金） ８月 ６日（水）
９月 ９日（火） ９月 ５日（金） ９月１７日（水）
１０月１４日（火） １０月 ３日（金） １０月１５日（水）
１１月１１日（火） １１月 ７日（金） １１月１９日（水）
１２月 ９日（火） １２月 ５日（金） １２月１７日（水）
１月１３日（火） １月 ９日（金） １月２１日（水）
２月１０日（火） ２月 ６日（金） ２月１８日（水）
３月１０日（火） ３月 ６日（金） ３月１８日（水）

※参加費は、無料で途中からでも参加できる内容となっておりますので、参加を希望される協力員は、下
記までご連絡ください。

＜参加者の声＞
「ほど良い汗を
かく感じで、い
い体操だと思い
ます。」

＜参加者の声＞
「１時間半の体
操があっという
間に感じます。」

＜参加者の声＞
「まだ数回です
が、姿勢がよく
なった気がしま
す。」

＜参加者の声＞
「２週間に１回
でもいいくらい。
若返ります。」

○問い合わせ先 平川市社会福祉協議会 地域福祉課 直通℡ 88－7066

 

 











































講師プロフィール

鬼
おに

武
たけ

由美子
ゆ み こ

氏

東京でフリーインストラ
クターとしてフィットネ
スクラブなどで活動した
後に青森県に転居し、健康
運動指導士として、板柳町
を中心に地域の健康増進
のためご活躍中！

鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼武武武武武武武武武武武武武武武武先先先先先先先先先先先先先先先先生生生生生生生生生生生生生生生生鬼武先生熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱血血血血血血血血血血血血血血血血血血指指指指指指指指指指指指指指指指指指導導導導導導導導導導導導導導導導導導！！！！！！！！！！！！！！！！！！熱血指導！
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地域福祉課
主査

佐藤 毅信
地域福祉課所属の佐藤です。月日の流れる

のは早いもので社協に入り、17年目を迎えまし
た。事務局では、何年経過しても最も若い職員
として15年過ごして参りましたが、昨年より事
務職員に20代の後輩も入り、念願であった先輩
風を満喫しております。
今後も「地域福祉は家庭から」をモットーに

地域住民の皆様と平川市の福祉向上に努めて
参りますので、後輩共々よろしくお願いいたし
ます。

社協社協
職員紹介職員紹介

その５

平賀事業所
訪問介護事業所訪問介護職員

小野富美子
一昨年10月より、訪問介護員として尾上事業

所に勤務し、昨年４月より尾上事業所から平賀
事業所に異動になりました。新しい環境にな
り、戸惑いもありましたが、今では楽しく仕事
をさせて頂いています。
これからも、笑顔と思いやりをもって接し、

利用者さんと信頼関係を築いていきたいと思
います。どうぞ、よろしくお願いします。

尾上事業所
通所介護事業所看護職員

小野真里子

尾上通所介護事業所の看護職員として勤務
してから、今年の７月で２年が経とうとしてい
ます。勤務した当初は仕事を覚えるのに精一
杯で、又利用者の方の顔や名前を覚えるのに苦
労しました。でも、管理者はじめ他の職員の方
の指導のおかげで今まで頑張る事ができまし
た。今では仕事にも慣れてきて、利用者の方と
楽しく過ごさせて頂き、充実した毎日を送って
います。
通所介護事業所の看護職員として利用者の
方の健康管理に努め、これからも思いやりのあ
る心で利用者の方と接して一生懸命頑張りま
すので、どうぞよろしくお願いいたします。

さるか児童クラブ
児童指導員

古川久美子
今年４月で２年目になりました。昨年より

は仕事内容や子ども達との関わり方を覚え動

けていますが、まだまだ自分自身不十分な所が

あり、日々いろいろ学んでいます。

子ども達と過ごすのはとても楽しいです。

これからもいろんな事を学びながら子ども達

のために精一杯頑張っていきたいと思います。

碇ヶ関事業所
訪問介護事業所訪問介護職員

佐々木ことみ
介護の仕事は初めてで、とても不安もありま

したが、早いもので碇ヶ関事業所に勤務してか
ら２年半が経ちました。楽しく充実して仕事
ができているのも、先輩方の優しいご指導、利
用者さんの笑顔、家族の支えがあるからだと思
います。
“笑顔”“思いやりの気持ち”を忘れず、地域の

方々のお手伝いができるよう頑張りますので、
よろしくお願いします。
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一次予防事業（てんとうむし体操教室）
目 的：運動器の機能向上を目的として、体操やレクリエーション等で筋力アップを図り、健康な体づくりを

します。
対象年齢：65歳以上の方

日 程

尾上在宅介護支援センター

日時：毎月第２・４火曜日

１０：３０～１２：００

場所：尾上地域福祉センター

２階集団指導室

26年７月 ８日 22日
８月 12日 26日
９月 ９日 30日
10月 14日 28日
11月 11日 25日
12月 ９日 16日

27年１月 13日 27日
２月 10日 24日
３月 10日 24日

碇ヶ関在宅介護支援センター

日時：毎月第１・３火曜日

１３：３０～１５：００

場所：ハッピイハウス

多目的室

26年７月 １日 15日
８月 ５日 19日
９月 ２日 16日
10月 ７日 21日
11月 ４日 18日
12月 ２日 16日

27年１月 ６日 20日
２月 ３日 17日
３月 ３日 17日

二次予防事業（頭の体操教室）
目 的：定期的に外出する機会をつくり、他参加者との交流を図ることにより、認知症やうつ・閉じこもりを

予防します。
対象年齢：75歳～85歳までの方で基本チェックリストの「認知症」「うつ」「とじこもり」のいづれかに該当し

た方、または地域包括支援センターが認知機能の低下の恐れがあると判断した方。（要介護・要支援
認定者を除く)

日 程
尾上在宅介護支援センター
日時：①７月～９月 毎週木曜日

②10月～12月 毎週木曜日
１３：３０～１５：００

場所：尾上地域福祉センター
２階集団指導室

26年７月 ３日・10日・17日・24日・31日
８月 ７日・21日・28日
９月 ４日・11日・18日・25日
10月 ９日・16日・23日・30日
11月 ６日・13日・20日・27日
12月 ４日・11日・18日・25日

碇ヶ関在宅介護支援センター
日時：９月～11月 毎週木曜日

１３：３０～１５：００
場所：ハッピイハウス 多目的室

26年９月 ４日・11日・18日・25日
10月 ２日・９日・16日・23日・30日
11月 ６日・13日・20日

二次予防事業（てんとうむし体操教室）
目 的：週１回(計12回)体操に通うことで、筋力アップと認知症を予防します。
対象年齢：65歳～80歳までで、基本チェックリストの「運動」及び「認知症」に該当した方。(要介護・要支援認

定者を除く)
日 程

尾上在宅介護支援センター
日時：27年１月～３月 毎週木曜日

１３：３０～１５：００
場所：尾上地域福祉センター

２階集団指導室

27年１月 ８日・15日・22日・29日
２月 ５日・12日・19日・26日
３月 ５日・12日・19日・26日

碇ヶ関在宅介護支援センター
日時：26年12月～２月 毎週木曜日

１３：３０～１５：００
場所：ハッピイハウス 多目的室

26年12月 ４日・11日・18日・25日
27年１月 ８日・15日・22日・29日
２月 ５日・12日・19日・26日

※予防事業に参加希望の方は各在宅介護支援センターへお問い合わせください。
尾上在宅介護支援センター：５７－５３５１(担当：加藤)
碇ヶ関在宅介護支援センター：４５－２７２５(担当：野呂)
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善 意
平成26年１月から７月までに善意を寄せられた方々に厚くお礼を申し上げます。（受付順・敬称略）

〈個人〉
蓮乗院住職 村田孝澄 （除夜の鐘浄財） １５，９７８円
神 仁武 （宮城県仙台市） １０，０００円
匿名 ３０，０００円

〈団体〉
平賀はしご酒まつり実行委員会（第27回平賀はしご酒まつり） ６０，０１５円
さいとう音楽事務所（さいとうカラオケ教室チャリティ－発表会） ２０，０００円
平川市商工会女性部 １５，０００円
平川市老人クラブ連合会（第５回平川市老人クラブ連合会チャリティ－芸能発表会）

２１７，８０６円
碇ヶ関家庭看護法奉仕団（たすけあいチャリティ－ショ－） ３５，５０４円
尾上職人組合（チャリティ－包丁研ぎ） １５，４６１円

〈物品寄贈〉
匿名 白米２０㎏
小田桐孝静 白米６０㎏
明治安田生命保険相互会社青森支社黒石営業所 タオル １０３枚
櫻庭守弥（高木） 白米１０㎏
山口慎一郎（新屋町） 白米６０㎏
日本マイクロニクス青森工場 プルタブ ４１㎏
齋藤毅（平田森） プルタブ ９１．９㎏
平川ふみ子（駅前） ひな人形７段飾り、五月人形１両 男性用下着
碇ヶ関小学校 プルタブ ４９．６㎏
ＮＰＯ法人ふるさとの会 玄米３０㎏
はすね保育園 プルタブ ６１㎏
千葉利枝（三笠） プルタブ ２８．４㎏
工藤恵子（唐竹） 本１００冊
花岡晶子（いざよい） 紙オムツ ３袋
小和森小学校 プルタブ ９０㎏
匿名 紙オムツ ２００枚
白戸まり子（下町） リハビリパンツ１袋、尿とりパット２袋

社会福祉法人 平川市社会福祉協議会

編集と発行

◦事 務 局 平川市柏木町藤山16－1(平川市健康センター内)
E-mail:hirakawashi@hirasyakyo.org
TEL44－5937 地域福祉課直通 88－7066 FAX44－4574
URL:http://www.hirasyakyo.org/

◦平賀事業所 平川市柏木町藤山16－1(平川市健康センター内)
TEL44－5907 FAX44－4574

◦尾上事業所 平川市猿賀南田96－3(平川市尾上地域福祉センター内)
TEL57－5311 FAX57－5313

◦碇ヶ関事業所 平川市碇ヶ関三笠山120－1(平川市碇ヶ関地域福祉センター内)
TEL45－2725 FAX45－2782

この広報紙は、皆様の会費と赤い羽根共同募金の配分金で作成されました。

平成26年７月15日発行
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